
岩 松 川 感 潮 域 の魚 類 (2)

教 諭 辻

は じ め に

我国の河川感潮に出現する魚類については,近 年,各 地で調査が行われているが (林・長峯,

1981;瀬 能 ・北村,1982),ま だ多くはない。筆者は,愛 媛県北宇和郡津島町を流れる岩松川で,

河口感潮域の魚類について,1979年から調査を行ってきた。その一部は既に発表したが (辻,1981a,

1981b,1983),ここに発表の機会を得たので,今 までの結果をまとめてみたい。

本報告をまとめるにあたり,種 の同定に関して,総 理府東宮御所技官の岩田明久氏,横 須賀市

博物館の林 公義氏,琉 球大学理学部の瀬能 宏氏からいろいろな御教示をいただいた。また, 採

集には, 当時の津島高校生
。中川慎一, 中越浩二両君の協力を得た。以上の方々に心から謝意を

表する。

調 査地 の概 要 と採 集方 法

岩松川は,宇 和海に面した四国南西部に位置し,北 灘湾の湾奥部に注ぐ,流 程約15師の小河川

である。御代のりIL芳 原川等の支流を持ち,総 流程約 80.5肺,流 域面積約 126.5晰である(図1)。

1980年には, 支流の御代の川に山財ダムが完成している。 1980年に筆者は,岩松川を知るために

護岸状況を調査した (図3)。 その結果は, 大部分がコンクリー トや石組の護岸で, 自然状態の

河岸は山間部だけであった。一方,河 口部には小規模ながら干潟が形成されており, ノリの養殖

が行われている。千潟には, アシハラガニ,チ ゴガニ等が生息しており, アサ リ等の貝類も多い。
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果結

岩松川の感潮域は河日から 3.0肺上流までの範囲で, 調査は,主 にここの河口部に 2地 点を設

けて行 った (図 2)。 A地 点 とB地 点では, 1979年 4月 か ら調査を開始 した。 1980年 3月からit

淡水 との比較のため感潮域上限よりさらに上流 0.5肺 に新たにC地 点を調査 した。採集は,主 と

して大潮の日中の干潮時に, タモ網を使用 して, 1～ 2名 で行 った。採集時には,水 温と塩素量

を測定した。比較のために,河 口から約 1.5肺西方の北灘湾でも測定を行った。

採集した魚類は,直 ちに10%ホ ルマリン水溶液で固定 した。塩素量の測定は塩分濃度屈析計を

使用した。

1 水温と塩素量

水温と塩素量の測定結果を, 1979～1982年について図 4と図 5に示した。水温は 8月 に最高を,

1月に最低を示し, 湾内, A地 点およびB地 点の 3地点で大きな差はなかった。塩素量は, C地

点ではいつも0%で あったが,他 の 3地点では明らかな差がみられた。 3地 点では,北 灘湾が最

も高く, A地 点  B地 点としだいに低い値となった。そしてその値は月によって大きく変動して

いた。これは,海 からの潮汐および河川からの流量の変化の影響を強く受けているからであろう。
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図 3 岩松川とその護岸状況 (1980年 )
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図 4 岩松川感潮域と北灘湾の水温の季節変化
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図 5 岩松川感潮域と北灘湾の塩素量の季節変化
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2魚 類 相

調査地で採集 した魚類は, 16科 45種 であった。採集はハゼ科魚類を中心に行 っているので,

それ以外の魚類は量的に少なくなっている。表 1に 1979年から 1982年までの月別の採集魚種と採

集尾数を示した。 この結果より, 岩松川感潮域で最も優占している魚種はマハゼであった。岩松

川の魚類相については,伊 藤 ・水野 (1978)が全域を調査 している。 それによると,今 回の調査

と同じ感潮域からは27種が記録されている。そのうち, 今回確認できなかった種は, タモロコ,

コイ, ドジョウの 3種 であった。これらは全て純淡水魚であり, もっと上流に生息 していると考

えられる。今回の調査で採集した魚種のうち,ハ ゼ科については 1981年までの結果を,す でに一

部報告 している (辻, 1981a)。

3地 点毎の採集魚種の害1合について,ハ ゼ科に限 って図 6に 示した。これによると, c地 点で

はヨシノボリを中心として, チチ 4 ボウズハゼ, ウキゴリ等が生息 していたcB地 点では最も

魚類相が多様であるが, 季節によりその種類組成に変化がみ られた。 A地 点では, アシシロハゼ

とマハゼが大部分を占めていた。この結果についても, 別報 (辻, 1981b)で 多少の考察を加え

ている。

なお,種 の配列及び学名, 和名については,益 田ほか (1984)に 従 った。
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図 6 岩松川感潮域 3地 点におけるハゼ科魚類の割合の季節変化

(図の上の数字は採集個体数を示 している)
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各 魚 種 に つ い て (写真 1～ 3)

コノシロ C′
“
″″οごο″″πθ′α′αS(Temminck et Schlegel)

採集なし。伊藤 ・水野 (1978)の調査では, 芳原川下流で 1尾 採集されている。今回は 1980年

の 5月 11日に, 全長約20mの 成魚を目視観察 した。

ウナギ ス%g“グ′ノαルタο″グθα Temminck et Schlegel

採集 5尾 。 A・ B両 地点で未成魚を採集した。また, ウナギ漁のために仕掛け られた竹筒の中

から成魚が多数確認できた。岩松川では, B地 点とC地 点の間で 「そiグロ」と呼ばれる漁法でウ

ナギを採 っている。この方法は, 浅い川底に石を円形に積み, 入 ったウナギをウナギバサ ミでつ

かむもので, かなり効率よく採 ることができる。

オオウナギ ス.″α″
"γ
α′α Quoy et Gaimard

採集なし。愛媛県の天然記念物に指定されているが,近 年はほとんど捕獲されていない。1981

年12月22日に, B地 点のすぐ上流で, アオノリ漁を していた漁師が,仮 死状態の本種の成魚を捕

獲 し,新 聞に報じられた (愛媛新聞 ・1981.12/23)。この標本は, 津島町役場に保管されている。

現在では, 河川改修が進んでいるので, ほとんど生息していないと考えられる。

アユ ″ θθοg′οssas αノ′グυ′ノ,s Tclnininck et Schlegel

採集なし。 1979年の夏には, C地 点の上流で, 多 くのアユの未成魚を観察している。1981年1

月に, B地 点の少 し上流でシロウォ漁の網に入った本種の稚魚を採集した。

オイヵワ Zπ θθノα′ノク
“
S(Temminck et Schlegel)

採集なし。 1980年の 5月 に, B地 点で釣り人が本種の成魚を釣 っているのを確認 した。 c地 点

では,多 数採集している。

カワムツ Z′ ι″″グ″θ々 グ (Temminck et Schlegel)

採集なし。 C地 点で本種の未成魚を多数採集している。オイカワ同様に, 千潮時にはB地 点付

近で多数見かけた。

ギンプナ Cα/αssJ“sα%′α′%sノα″gsグθ〃π Temminck et Schlegel

採集 4尾。 1980年の 6, 7月 にB地 点で, 体長 2.4～ 35.2爾の未成魚を採集 した。

ナマズ Sグノ
“
γ
“
s asO′
“
s Linnaeus

採集なし。夏の夜, 釣り人が B地 点の少 し上流で, 釣り人が本種を釣ったのを確認した。

ゴンズイ P′0ノθs“sノグηθα′
“
s(Thunberg)

採集 2尾 。 A地 点で夏に未成魚を採集 した。

メダカ 0/ノzJαsノα″グクaS(Temminck et Schlegel)

採集 5尾。春から夏にかけて, B地 点で未成魚や成魚を採集した。芳原川下流付近の水田水路

には, 多数の成魚が生息しているのを観察した。

ァングョウジ Oο s′θノカ
“
s 夕″αθた形/“S ιγ′θた脇′

“
S (Bleeker)

採集 1尾。 1980年 7月 に, 体長 97.lmの成魚を採集 した。

カワイヨウジ ″″夕p″ι力″カノssタグεグ/θ/(Ruppe H)

採集 1尾。 1981年9月に,B地 点で成魚を採集した。
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ガンテンイシヨウジ Rπ αsノηg%α′ヵ
“
sα″gノ/Os′グθノ

“
s(Kaup)

採集37尾。春から夏にかけて, A地 点 とB地 点で採集した。本種の雄は尾部の腹面に育児嚢が

形成され, 卵を保護する。筆者は 1982年の 6月 に成魚を飼育し,雄 の育児嚢から稚魚が孵化する

ところを観察 した。成魚の頭部には雌雄による差が見られた (図 7)。 本種については別に詳し

く記 した (辻, 1985)。

ポラ ル′
“

g′′ `θ″αノ
“
s θθクカαル S Linnaeus

採集76尾。 3月 から 6月 の間に,体 長 24.1～66.7mの 稚魚を採集した。

セスジポラ ιグzα θαγ′″α′α
“
れ″α′α (Valenci ennes)

採集49尾。 5月 か ら 9月 の間に体長 14.5～5&3mの 稚魚を採集した。

スズキ ιαノιοノα♭″αχノαp。″グι
“
S (Cuvier)

採集18尾。 3月 から6月 の間にA地 点とB地 点で, 体長 H.8～ 64.0回の稚魚を採集した。

ヒイラ寺r LιJθg"α′力
“
s″
“
θ力α′グs(Temminck et Schlegel)

採集なし。 1980年4月 にB地 点で, 釣り人が本種の成魚を釣りあげたのを確認した。

-1爾

図 7 ガンテンイショウジ  A ♀ B ♂,腹 部に育児嚢がある  C ♀の頭部

D ♂の頭部  E育 児嚢から出た直後の稚魚  F育 児嚢に保護されている仔魚
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シマイサキ 溜りηοο″′α′ιS ο″ノ″妙″θ″
“
S(Temm inck et Schlegel)

採集 5尾。 5月 から9月に, A地点とB地点で未成魚を採集した。

コ トヒキ ηπα夕θπ ノα/b“α (FOrsskal)

採集32尾。夏の間にA地 点とB地点で稚魚を採集した。

クロ

`ア

イ スθαη′力θ夕αg/“S Sθカノ′gιん

(B lee ker)

キチヌ 4ノ α′
“
s

(Houttuyn)

採集クロダイ18尾, キ

チヌ13尾。両種ともA地

点とB地 点で稚魚を採集

した。キチヌの体長は

16.2～28.2mで, クロダ

イと非常によ く似ていた

チチプモ ドキ Eノιο′r′s αθα″力0夕0″α Bleeker

採集 1尾。 1980年 6月 28日に, B地 点で体長 223爾の未成魚を採集した。

カワアナゴ E.ο″ノθ″力αノa Temm inck et Schlegel

採集 1尾。 1980年 7月 27日にB地 点で,体 長 24.2回の未成魚を採集した。 また C地 点で も,

1981年の 4月 と 8月 に,川 底の石の下に潜んでいた本種の未成魚や成魚を採集した。 1982年の秋

には, B地 点の少 し上流の橋の下で,「 石 グロ」の中に本種の成魚が数尾潜んでいるのを観察 し

た。地元では, 本種を 「クロゴマ」と呼んでいる。

ヒメハセr Fαυο
"グ
gθ♭グ%sg"“ 勧 θ″θπ (Bleeker)

採集20尾。 A地 点とB地 点で, 未成魚と成魚を採集した。

アベハゼ ν■ ノθgθ♭′%s α夕′グ

(Jordan et Snyder)

採集 229尾。 A地 点と

B地 点のタイ ドプールや

泥質底の場所で多 く採集

した。 1980年の 8月 には,

体長 7.9回 の稚魚を採集

した (図 9)。

5mm

図 8 クロダイの稚魚 (1983.6採集, 岩松川)

(図 8)。

1    1

l m

( 1 9 8 0 . 8 . 2 6採集,岩 松川)図 9 7ベ ハゼの稚魚

マサゴハゼ Psι
“
αοgOうれs παsagO(Tomiya ma)

採集17尾。 4月 か ら7月 の間, B地 点で採集した。本種は体長が311m以下の小形のハゼで,生

息数はあまり多くないようである。

ヒナハゼ Rθagο ♭グ
“
s♭グカθノαπ%s(Herre)

採集 189尾。 3地 点で採集したが (C地 点では20尾), B地 点で多かった。本種は, 卵から成

魚まで, すべての発育段階を確認することができた (図 10,A一 E)。 この場所で周年生息 してい
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ると考えられる。

ゴクラクハゼ Rカグ″οgοbグ%sノ
“
/J%“s(Rutter)

採集 349尾。 B地 点で多数の未成魚を採集した。本種の成魚は, C地 点で確認できたが,採 集

はできなかった。

ヨシノポ リ R.b″
“
″
"θ“
s(Temminck et Schlegel)

採集33尾。本種は河川淡水域に生息しているため, C地 点で多数 (190尾 )の 稚魚, 未成魚,

成魚を採集している。 B地 点では, 4月 から8月 の間に体長 1.4～1.5面の稚魚を採集 した (図10

-F)。  これは, 産卵後,孵 化 して海へ流下 したものが遡上 していると考え られる。採集したヨ

シノボリは,す べて横斑型であった。

チチプ Tra αιπ′Jg″ θうsθ
“
γ
“
S(Tem面 nck et Schlegel)

採集 117尾。 3地 点で, 未成魚 と成魚を周年にわたって採集した。本種はC地 点でも17尾を採

集しており,感 潮域から河川下流域まで広 く分布 している。

シマハゼ T.′れgοηοθθクカαノ
“
s(G ill)

採集13尾。 A地 点とB地 点で, 未成魚を採集した。

ウロハゼ Gノ οssοgO♭グ
“
s οんυαθθ%s (Temminck et Schlegel)

採集34尾。 A地 点とB地 点で, 体長 15～70回の未成魚を採集 した。 1980年 7月 26日には, B

地点で本種の成魚 と卵を確認 した (図10-G,H)。 小型の未成魚については, 春から秋の間に,

体長 20～ 50mの ものを採集した。 本種は周年ここに生息 していると考えられるが, 成魚はもっ

と深部に生息すると予想される。

アゴハゼ C力αs%グθ力′カハ グθノ′θ力Ogπα′力%s(H ilgendorf)

採集 1尾。 1980年 5月 にB地 点で体長 26.7鰤の未成魚を採集した。

ビリンゴ C力′′ηοgοうグαs ιαs′σ″θ
“
s (σ  Shaughnessy)

採集 547尾。すべて B地 点で採集した。 3月 末から4月 にかけて本種の稚魚が出現 し,秋 まで

その成長を追 うことができた (図 10-1)。 また, 1月 から 3月 には背鰭の黒化した成熟魚を採

集した。

ウキゴリ C.“γο′′θ″グα (HilgendOrf)

採集 3尾。 1月 と4月 に稚魚と未成魚を採集した。体側の斑紋から, すべて汽水型であ った。

キセルハゼ C.ιノノグ〃れθ
“
s Tomiyama

採集27尾。 A地 点とB地 点で採集 したが, A地 点で多かった。 1月 から6月 まで, 汀線付近で,

腹部が黄色になった成熟魚を採集 した。本種は,前 報 (也 1981a,1981b,1983)で はクボハゼ

としていたが,益 田ほか (1984)に 従 って, キセルハゼとした。

マハゼ 4εα
"′
力οgοbグ
“
s/ノαυグ″α″

“
s(Temminck et Schlegel)

採集 1,495尾。 3月末か ら4月 まで, A地 点とB地 点で稚魚を採集した (図10-J)。 同時期

には,産 卵後と思われる痩せ細った成魚 (体長20 cln前後)を 数尾観察した。稚魚は採集毎に成長

がみられ, 9月 には約 8卸 に達した。秋以降は採集尾数が減少したので, もっと深部へ移ってい
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図 10 Aヒ ナハゼの孵化直前の卵  B ヒナハゼの孵化直後の仔魚 (A, Bと もに

1980.916)  C ヒナハゼの稚魚 (1980.8.26採 集) D ヒナハゼの雄

E ヒナハゼの雌 (D, Eと も 198Q6.28採 集, 岩松川) F ヨシノボ リの

稚魚 (1980.8.27採 集, 岩松川)  G・ Hウ ロハゼの卵 (1980.7.26採

集, 岩松川)  I ビリンゴの稚魚 (1980.3.20採 集, 岩松川) 」
マハ

ゼの稚魚 (1979.4採 集,岩 松川) Kボ ウズハゼの稚魚 (1979.5.5採 集,

岩松川)(ス ケールはすべて lmを 示す)
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くものと考えられる。

アシシロハゼ ス.′αθ′グクθS(H il gendOrf)

採集 788尾。主としてA地 点で採集した。 2月 から

その後, 7月 ころ未成魚を採集 した。本種は周年 ここ

ヒモハゼ E“″αθπグた力′″ノsノ ノノグ

」ordan et Snyder

採集14尾。1982年2月に

主としてA地 点で, キセ

ルハゼと同 じ場所から成

魚を採集した (図 H)。

ミミズハゼ ιπグθgθタグ郷

4月 にはA地 点で多数の成魚を採集した。

に生息していると考えられる。

l mm

図 11 ヒモハゼの成魚 (1982.2.27採集, 岩松川)

g“′′α′αs GiH

採集 3尾。 B地 点の少 し流れのある瀬の沈石iの下から未成魚と成魚を採集した。

イ ドミミズハゼ ι.クαノノググ郷 Regan

採集 1尾。 1982年 5月 23日に B地 点で, ミミズハゼと共に成魚を採集 した。

シロウオ Lι
“
θθpsarグο″ クθ′θ/S' Hilgendorf

採集 19尾。 1月 末から 3月 末にA地 点とB地 点で採集した。この期間, B地 点から500π上流

までの間で, 地元漁師によるシロウオ漁が行われている。 この時期の本種はすべて成魚で,ltrは

抱卵しているものが多い。 2月 ころには, B地 点とC地 点の間の河原で,干 潮時に石の下に本種

が潜んでいるのを観察した。産卵の終わった 3月 末に採集 したものは,痩 せ細 ったものばかりで

あ った。

ボウズハゼ Sグιノοクノθγ
“
sノαクθη′θ%S(Tanak a)

採集 6尾。 3月 から5月 に, B地 点で体長 217～ 26.8爾の稚魚を採集した (図 10-K)。 C地

点では, 未成魚や成魚を確認している。本種も, 遡上する稚魚を採集したものと考えられる。

ホウボウ科の一種 Tγグgノググαθ s少夕.

採集 1尾。 1980年3月 20日に, A地 点で稚魚を採集したが,種 名までは同定できなかった。

クサフグ ■ル
'ル
gα η′タカο♭ノιs (」ordan et Snyder)

採集なし。夏期にA地 点で成魚を観察した。

これまでの調査によって, 岩松川感潮域には, 多数の魚類が生息 していることがわかった。各

魚種の生息場所は様々であり,複 雑な種間関係を保っていると考えられる。採集地点が少ないた

めに, まだまだ不明な点が多いが, 調査水域の魚類の概要を知ることができた。特に,ハ ゼ科魚

類については,生 活史の一端を知る手掛 りを得 られた。すなわち, 調査水域における各種の産卵

期, 産卵生態, 初期発生  成長, 食性について (辻,1981a),分 布 と季節や成長に伴う移動につ

いて推測し,一 部は確認 した (辻,1981b)。そして,ハ ゼ科魚類の間で,生 態的なすみわけや く

めとま
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いわけがあることもわかった。東京湾の河口千潟の調査でも同様にハゼ科各種で時間的,空 間的

な利用状況が違い,種 間競争を回避する傾向があるという報告がある (坂本,1980;辻,1980)。

調査水域の限られた空間を, 多くの魚類が競合しないようにうまく利用していると考えられる。

この調査では,ハ ゼ科に重点をおいたため,他 の魚種については不十分な点が多かった。この

岩松川感潮域には, まだまだ興味深い事が多く,今 後も調査を続けて行きたいと考えている。ま

た, 身近な生態系である河口感潮域をもっと紹介し,環 境の保護という面からも取組みたいと考

えている。
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